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問１：「書くプロ」の代表として矢野 

   さんは、新元号を何度か書いて 

   みたそうです。書く時の気をつ 

   けるポイントについてどう語ら 

   れていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

問２：「令」の書き方は少なくとも６ 

   種類あると記事に書かれていま 

   す。６種類の令を書いてみまし 

   ょう。 

 

 

 

 

 

                   

問３：矢野さんには「和」という字への 

強い思い入れがあると書かれてい 

ます。それを読んだ感想とあなた 

の「和」への考えを書きましょう。 

矢野さんの思い入れへの感想 

 

 

 

 

 

 

 

あなたの「和」への考え 

 

 

 

 



【活用にあたって】 

 元号について考えるには今年は絶好の機会だと思います。

国語の指導要領には「我が国の言語文化に関する事項」が

示されています。その中に「語句の由来などに関心をもつ

とともに時間の経過による言葉の変化や世代の違いによる

言葉の違いに気づき・・」とあります。 

 「令和」に込められた願いは話題を呼び、書店には万葉

集のコーナーが設置され人気を博しているようです。国書

から選ばれた元号という点からも「和語・漢語・外来語」の

単元で取り上げ、学びを広げてみるとよいと思います。 

「書く」という側面からのワークシートですが、「話す」と

いう側面からのワークシートも 98に用意しました。併せて

活用ください。 

解答例 

問１：令の書き出しの「仚」の部分は、広げすぎても、狭

すぎても、バランスが悪くなるので、そこは気を付

ける。 

問２：三画目が「ー」「、」の場合と、四・五画目が「令」 

   「マ」「ア」の場合の６通りの組み合わせ 

問３：矢野さんが口をまあるく囲む意図などに関する感想  

   や、自分なりの考えが書けているとよいと思います。 


